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研究成果の概要： 
 
糸状菌は多数の細胞が連なった菌糸として生育する。隣接する細胞は隔壁により仕切られ、そ

こにあいた小さな穴である隔壁孔を通じて細胞質連絡を行っている。真正子嚢菌綱に属する糸

状菌に特異的に存在するオルガネラWoronin bodyは、通常隔壁近傍に存在し、菌糸損傷時には

隔壁孔をふさぎ、隣接する細胞への溶菌の伝播を防ぐ働きを有する。本研究では、Woronin body

がペルオキシソームから分化する機構、およびWoronin bodyタンパク質をコードする遺伝子の

選択的スプライシングによるWoronin bodyの形態・機能の制御についての知見が得られた。 
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１．研究開始当初の背景 
真正子嚢菌綱に属する糸状菌は、多数の細胞
が連なった菌糸として生育する。隣接する細
胞は隔壁により仕切られ、そこにあいた小さ
な穴である隔壁孔を通じて細胞質連絡を行
っている。真正子嚢菌綱に属する糸状菌に特
異的に存在するオルガネラWoronin bodyは、
通常隔壁近傍に球形の構造として観察され

るが、菌糸損傷時には隔壁孔をふさぎ、隣接
する細胞への溶菌の伝播を防ぐ働きを有す
る。ロシアの生物学者 M. Woroninによる発
見から約150年が経過したものの、10年前ま
では Woronin bodyの形成機構および機能に
ついて分子レベルの解析はほとんど進んで
いなかった。 
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２．研究の目的 
研究開始時までに研究代表者は、Woronin 
bodyタンパク質をコードする Aohex1遺伝子
を麹菌 Aspergillus oryzaeよりクローニン
グし、その破壊株において Woronin bodyが
消失し、溶菌の伝播を防ぐことができないこ
とを観察した。また、選択的スプライシング
により分子量の違う２つの AoHex1タンパク
質(スプライシング型 AoHex1 (sAoHex1), 非
スプライシング型AoHex1 (nsAoHex1))が発現
していることを明らかにした(Maruyama et 
al., 2005)。しかし、Woronin bodyにおける
選択的スプライシングの役割はわかってい
なかった。さらに、AoHex1タンパク質にはペ
ルオキシソーム局在配列が存在することか
ら、Woronin bodyがペルオキシソームの派生
器官であることが示唆された。しかし、
Woronin bodyがペルオキシソームから分化す
る機構に関しての知見はほとんどなかった。 
本研究では、Woronin bodyの機能・形成にお
けるペルオキシソーム、および Aohex1遺伝
子の選択的スプライシングの役割を明らか
にすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
(1) Woronin bodyがペルオキシソームから分
化する機構に関する解析 
ペルオキシソームの分裂・増殖に必要な
PEX11遺伝子に相同な遺伝子について、破壊
株を作製した。ペルオキシソームの機能とと
もに Woronin bodyの分化について表現型解
析を行った。 
 
(2)Woronin bodyにおけるAohex1の選択的ス
プライシングの役割の解析 
Aohex1破壊株にsAoHex1またはnsAoHex1を
単独で発現させることで、それぞれの相補能
を調べた。具体的には、Woronin bodyの機能
および形態について表現型解析を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1) Woronin bodyがペルオキシソームから分
化する機構に関する解析 
ペルオキシソームの分裂・増殖に必要な
Pex11に着目し、A. oryzaeより PEX11相同
遺伝子を２つ見出した。それぞれAopex11-1、
Aopex11-2と命名し、これらの遺伝子破壊株
を取得した。Aopex11-1遺伝子破壊株では、
炭素源がオレイン酸のときに生育阻害が認
められ、ペルオキシソームの数が減少すると
ともに肥大化していた。このことから、
AoPex11-1がペルオキシソームの分裂・増殖
に関与することが確認された。さらに
Aopex11-1遺伝子破壊株では、Woronin body

の機能が低下し、ペルオキシソーム膜に結合
するが分化はできない Woronin bodyが観察
された。一方、Aopex11-2遺伝子破壊株では、
ペルオキシソームおよび Woronin bodyにつ
いて変化は観察されなかった。 
以上の結果により、AoPex11-1が Woronin 
bodyの分化に関与することを明らかにした。
本研究は、Woronin bodyの分化にペルオキシ
ソーム分裂増殖因子が関与することを初め
て示したものであり、Eukaryotic cell誌に
おいてこの研究成果が評価され掲載された。
今後は、AoPex11-1に関連する分子を探索す
ることで Woronin bodyの分化機構の全容が
解明されることが期待される。 
 
(2)Woronin bodyにおけるAohex1の選択的ス
プライシングの役割の解析 
選択的スプライシングで生じる２つの
AoHex1 の機能を解析するため、Aohex1破壊
株にsAoHex1またはnsAoHex1を単独で発現
させ、それぞれの相補能を調べた。その結果、
sAoHex1は破壊株を相補したのに対し、
nsAoHex1のみでは完全には相補できなかっ
た。よって、Woronin bodyの機能は、主に
sAoHex1が担っていることが示唆された。さ
らに、透過型電子顕微鏡によりWoronin body
の形態を観察した結果、sAoHex1単独発現株
では通常の球形とは異なる六角形の構造が
観察された。一方、nsAoHex1単独発現株では
不定形をしたものが多く観察された。このこ
とから、２つのAoHex1タンパク質の構成に
よってWoronin bodyの形態が変化すること
が明らかとなった。 
以上の結果により、Woronin bodyの機能と形
態にAohex1の選択的スプライシングが関与
していることが示唆された。Woronin bodyの
制御における選択的スプライシングに関す
る研究はこれが初めてであり、選択的スプラ
イシングの知見が乏しい糸状菌において貴
重な研究成果であると考えられる。また、同
様の選択的スプライシングが他の糸状菌（植
物病原菌など）においても起こることが知ら
れており、応用的にも波及効果を及ぼすこと
が期待される。 
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